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シカクミジンコ
水草につかまったり、水草の周りを徘徊
したりして暮らすミジンコのなかまです。
長さ0.5～0.9 mmほど。長方形に近い殻の形
が特徴です。

マイゴフダ
水草などに固く付着して暮らすケ
イソウのなかまです。長さ0.01～
0.07 mmほど。C字型の葉緑体を１枚
もっています。

フトオケブカミジンコ
泥の上を這いながら暮らすミジンコ

のなかまです。長さ0.5～0.8 mm ほど。
太く長い羽状の剛毛がたくさん生えて
います。

エスガタケイソウ
主に泥の上で、滑走運

動をしながら暮らすケイ

ソウのなかまです。長さ

0.05～0.2mmほど。細胞の

縁に沿って、２枚の葉緑

体があります。

ホシガタケイソウ
水中を漂って暮らすケイソウのなか

まです。細胞の長さ0.04～0.1 mm ほど。

４つ程度の葉緑体をもつ細胞が集まっ

て、星型の群体をつくっています。

ゾウミジンコ
水中を漂って暮らすミジンコの
なかまです。長さ0.25～0.8 mm ほ
ど。第一触角がゾウの鼻のように
長く伸びています。
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―プランクトンの不思議― 

プランクトン生活

水草の上で生活

泥の上で生活
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